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出 雲 土 建 株 式 会 社
自然に学び、地域に生かす

 建設事業部　緑化事業課

平成20年

※H20年4月1日より連絡先が変わりました

ま ほ ら
第10号

“前原荒神社”（大社町）クロマツ樹勢回復！

　　　前原荒神社
　
所在地/出雲市大社町杵築南
主祭神/須佐之男命・櫛磐間戸命
　　　　　豊磐間戸命
本殿　/大社造り
由来　/寛文11年（1671）藤間久左
衛門藤間八郎右衛門が本願となり
創立した。天保3年（1832）杵築南字
四本松の住民が三保水神社を創立
したが、明治39年荒神社に合併し
た。

　　　　大社町史下巻441Ｐより抜粋
平成19年1月鳥居前の松
（改良前）

平成19年の1月に炭八による
樹勢回復を実施しました。

　近年、松の樹勢が衰え松くい虫の被害で次々に枯れていきました。平成19年1月に炭八
（木炭）による樹勢回復を試みたところ、今年は見事に葉を茂らせ樹勢が回復しました。今の
ところ松くい虫の被害もなくなりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ20.8月撮影



  

 ■視察者
小川　眞　　　　大阪工業大学　環境工学科客員教授　農学博士
林　康夫　　　　日本菌学会終身名誉会員（元信州大学教授）　農学博士
伊藤　武　　　　日本樹木医会京都府支部長（元京都府林業試験場）
柿田　義文　　日本樹木医会島根県支部顧問（元農林高校教員）
平佐　隆文　  島根県林業普及員（元島根県林業試験場）
太田　耕一　  日本樹木医会島根県支部　島根県隠岐支庁農林局　林業部長
佐藤　仁志　  日本樹木医会島根県支部　島根県農林水産部林業課　調整監　島根県緑化ｾﾝﾀｰ勤務
槙野　浩二朗　日本樹木医会島根県支部　出雲土建　建設事業部　緑化事業課勤務

　6月23、24日の両日、島根県隠岐支庁農林局林業部、隠
岐教育委員会と樹木医会島根県支部、白砂青松再生の会
の共催で23日に「八百杉と他の巨樹巨木の視察と診断」
を、24日に「隠岐の松枯れをテーマにした講演会」を行い、
地元の皆さんが多数参加されました。
八百杉は樹冠上部の衰弱がひどく、腐ったところも多くあり
ました。下のほうの腐朽もひどく幹の中は人が住めるくらい
に空洞になり、伝説のとおり大蛇のいびきが本当に聞こえ
るようでした。今後、八百杉の樹勢回復が行われます。

　松原の周囲に炭八(木炭）と菌根菌を使っ
た炭八改良を実演！

　24日、隠岐支庁舎において地元の皆さん50
人の参加の中、松枯れ、海岸の植栽などを
テーマにした講演会が行われました。
　長い時間の講演を熱心に聞いておられ、講
演会の終わりに質疑の時間が有りましたが、
たくさんの質問と感想があり、地元の皆さん
の樹木、特に松の保全に対する関心の高さを
感じました。

　根の腐朽状態など診断する小川眞教授

講　演　会

玉若酢命社　「八百杉」　診断と講演会　Ｈ.20年6月23.24日実施
隠岐の島町　国指定天然記念物　島根県第一号

玉若酢命神社　「八百杉」
　
所在地 　 / 隠岐の島町下西宮前　玉若酢命神社
指定区分 / 国指定天然記念物　昭和4年12月17日指定
形　　状　 / 根元の周囲　２０．０ｍ　幹周9.9ｍ
　　　　　　　　樹高30.0ｍ
推定樹齢 /　1000年
由来・伝説/
  むかし数百年生きながらえたと伝えられる、八百比丘
尼が若狭より隠岐に渡り、当社に参拝された記念に植え
られた杉。　そのときに「800年後にまたこの地を訪れる
だろう」と言ったことから、「八百杉」と名付けられたとい
う。
また、この杉の根元に大蛇が生息していたが、この大蛇
は寝たままついに根に包かれてしまい今でも周囲が静
かなときには、大蛇のいびきの音が聞こえてくるという伝
説があります。

　地元の皆さんに状態を説明する
日本樹木医会京都府支部の伊藤
会長、柿田樹木医をはじめとする
日本樹木医会島根県支部の会員

 ■講演者
小川　眞　　　 「炭と菌根でよみがえる松」
林　康夫　　　 「タスマニアを訪ねて」
                            ～ユーカリ巨木と珍菌キッタリア～
伊藤　武　　　 「京都府天橋立の松保全活動」
佐藤　仁志　  「海岸地域における緑化について」

　現地指導　屋那の松原

講演後、会場の西郷から西へ海岸線を車で20分走ると都
万に屋那の松原があります。午後からはこの松原の保全
に向けての現地指導が行われました。
ここでも熱心な地元の皆さんが鍬やスコップを片手に集ま
り、松葉掻きや炭八（木炭）と菌根菌を使った樹勢回復工
法の試験施工などの指導がありました。

　松原を守るためにどうしたら・・・！指導する小川眞教授

～屋那の松原～
隠岐の島町都万港の西側、屋那川を挟んだ両側砂丘地
帯につらなるクロマツ群。
享保年間（1716～1735年）村内の地主だった公文九兵
衛が魚つき保安林、防風林として植栽された。
樹齢200年を越す老松郡が幅40～50ｍ、長さ1.5km、面
積は7haある。

島根県の国指定天然記念物（単木類）
1、玉若酢命神社の八百スギ
2、日御碕の大ソテツ　出雲市大社町
3、三隅大平ザクラ　浜田市
4、海潮のカツラ　雲南市大東町
5、竹崎のカツラ　仁多群奥出雲町
　　　　　　現在以上5件の指定があります

まめ知識

　八百杉位置図

山陰中央新報記事　平成20年6月24日掲載

講演中の林康夫先生


